
 

2025年度活動概要     言語政策研究会 

 

2025 年度は、言語と経済の関係性に焦点を当てつつ、言語政策や教育のあり方について

幅広い活動を行った。具体的には、経済発展と多言語使用の相互作用、地域経済における

言語スキルの役割、労働市場での言語能力の価値などを学際的に検討し、シンポジウム等

の場で成果を公表した。 

 

4 月 19 日には、山内ひさこ氏による講演「小学校からの英語教育についての一考察」を

開催した。フィンランドの事例との比較を通じた英語教育のあり方や、自作絵本を用いた

授業実践に加え、昨今北欧で進む「デジタル教科書から紙の教科書への回帰」という動き

にも触れ、多角的な議論を行った。 

 

6 月 14 日・15 日の日本「アジア英語」学会との合同大会、JAFAE55+JACET LP-SIG では充

実した話題提供がなされた。杉野氏による「Healing English」の発表では、非競争的で

無理のない英語学習の形が示唆された。また、LP-SIG シンポジウム「言語と経済」（飯

野氏モデレーター）では、柿原氏が「観光言語」の比較、野沢氏がジェンダー規範と外国

人材配偶者のキャリア形成、田中氏が「言語の価値化」についてそれぞれ発表した。オー

ディエンスの多い時間帯ということもあり、会場からは多くのレスポンスを得た。 

 

秋以降も専門的なセッションを継続した。10月 18 日には、柴田美紀氏（広島大学教授）

が EMI 導入に伴う国際化政策の課題を報告した。11 月 15日には、マーシャル・クラッセ

ン・ドゥロレー氏（北海道大学大学院）を迎え、小学校における JSL 児童への指導法と言

語政策についての講義が行われ、後半は蒲原氏が輪読発表を担当した。また、2026 年 1

月 31 日には、新田哲夫氏（金沢大学名誉教授）より、伊良部島佐良浜方言を中心とした

南琉球宮古八重山地方のアクセントの特徴について解説がなされた。 

 

年度末の 2026年 3 月 7 日には、早稲田大学にてピーター・ジームント氏（ハンブルク大

学教授）を招聘し、「多言語生態系における英語習得」をテーマに招待講演を開催した。

あわせて、佐々木倫子氏より日本語教育の新施策への移行に関する現状と課題が報告され

た。これらの活動に加え、定例研究会では小林氏、柿原氏、蒲原氏が輪読発表を行い、一

年を通じて着実に研究活動を積み重ねた。 

 


